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高洲第一中学校と高洲第二中学校との統合に関する要望書 
 

 
日頃より、高洲地区の子どもたちのためにご尽力いただき、感謝申し上げます。 

さて、当地区では平成３１年３月２３日に、関係自治会、青少年育成委員会、保護
者会など学校に関わる様々な団体の代表者からなる「高洲地区学校適正配置地元代表
協議会」を設立し、子どもたちのより良い教育環境を創るために、これまで５回にわ
たり、学校の適正配置について慎重な協議を重ねて参りました。 

 その結果、高洲第一中学校と高洲第二中学校を統合するとの結論に至り、下記のと
おり要望いたしますので取り計らいくださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 高洲第一中学校と高洲第二中学校の統合に伴う事項 

 

（１）統合時期 

   令和３年４月１日に統合校として開校すること。 

（２）統合場所 

   統合校は、現高洲第一中学校の位置とすること。 

 （３）統合に伴う通学区域の取扱い 

   真砂第五小学校の通学区域全域を、真砂中学校に通うことができる学区外承認
地域とすること。 

    

２ 教育環境の整備 

 

（１）地域とともにある学校づくりについて 

 統合後の学校と地域の関係が希薄化することのないよう十分に配慮すること。 

（２）通学における安全確保について 

 通学環境に配慮し、適切な対策を行うこと。 

（３）学校施設の整備充実について 

  高洲第一中学校の施設状況に応じて必要な修繕を行うこと。 

（４）教職員の配置について 

 統合前の教職員をバランスよく配置し、統合に伴う教職員を加配するなど、円 

滑な移行と安定した学校運営が行われるよう教職員配置を行うこと。 

 （５）両校の交流について 

安心して統合を迎えるために、部活動をはじめとする生徒諸活動について、 

すみやかに交流を始めること。 

 （６）両校による統合準備について 

   統合準備会を設置し、両校の円滑な統合に配慮した具体的な準備を進めること。 
 


